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青年の職業志向傾向と就業動機および自己効力感  






















































る学生が3分の1前後いるとの指摘を行っている。   
これまで，青年層の職業忌避的傾向，あるいは職  
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方 法  
1．調査対象   
調査対象は，岡山大学学生，男子143名，女子  
224名，合計367名である。  
2．調査内容と質問項目   
調査内容と質問項目は以下のとおりである。  
（1）職業志向傾向：古市（1995）で作成した職業忌   
避的傾向測定尺度に含まれる逆転項目3項目，ま   
た，職業に就くことに対して積極的な学生5名と   
の面接の中で述べられた思いや活動状況をもとに   
作成した5項目，合計8項目を準備した（Table  
l参照）。回答は，「よくあてはまる」「少しあて   
はまる」「どちらとも言えない」「あまりあてはま   
らない」「まったくあてはまらない」の5選択肢   
からの択一方式とした。  
（2）就業動機：本研究では，就業動機を「何を重視   
して職業を選択しようとしているのか，また，職   
業活動のなかで何を達成しようとしているのか」   
を示すものとしてとらえることとした。そして，   
安達（1998），若林・後藤・鹿内（1983），山田  
（1982）などを参考にし，挑戦志向，上昇志向，   
人間関係志向，社会貢献志向，労働条件志向の5   
つの領域を設定した。つぎに，先行研究で用いら   
れた質問項目を参考にし，それぞれ7項目，6項   
目，6項目，5項目，5項目の合計29の質問項   
目を作成した（Table2参照）。回答は，職業志向   
傾向測定尺度と同じ，5選択肢からの択一方式と   
した。  
（3）自己効力感：坂野・東條（1986）の作成した，   
一般性セルフエフイカシー尺度を用いることとし   
た。本測定尺度は，「行動の積極性」，「失敗に対   
する不安」，「能力の社会的位置づけ」の3下位尺   
度16項目からなる。なお，本研究では，それぞ   
れ，「積極性」，「失敗不安」，「有能感」と略記す   
ることとする。回答は，「はい」，「いいえ」の2   
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Tablel 職業志向傾向測定尺度の項目分析結果  
質 問 項 目  α1）  
2）  
r  
1 早く定職に就き，いろいろな仕事や課題に取り組んでみたい  
2  将来の職業に役立つ知識や技術をすすんで身につけたい  
3  将来の職業に役立つ資格や免許をすすんで取得したい  
4  就職し，働いてみたいと言う気持ちが強い  
5  定職に就いて働くのはたいへんだと思うが，やりがいのあることだと思う  
．708  ．590  
．717  ．567  
．754  ．454  
．723  ．558  
．727  ．541  
1）当該項目を削除した場合のα係数（5項目でのα係数は，．769）  
2）項目一尺度得点間相関（尺度得点は当該項目を除いて算出）  
Table2 就業動機の因子分析結果（プロマックス回転後の因子パターン行列）  
質 問 項 目  Ⅰ  Ⅲ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  
7 世の中の役に立つような仕事がしたい  
8 働くことをとおして，社会に何らかの貢献をしたい  
17 人びとの幸せに役立つような仕事がしたい  
26 困っている人を助けるような職業に就きたい  
18 人びとから感謝してもらえるような職業に就きたい  
29 自分の能力が十分に発揮できるような仕事をしたい  
13 自分の個性が活かせるような仕事をしたい  
22 生きがいが感じられる職業に就きたい  
14 仕事を通じて自分の力を向上させたい  
23 辛くても充実感が感じられるような職業に就きたい  
2 職場では高い役職につきたい  
1社会的な地位や名誉が得られるような職業に就きたい  
11昇格や昇進の機会が多い仕事に就きたい  
12 世間で名前の通った企業や団体などに就職したい  
10 常に多くの人との出会いがある仕事をしたい  
9 仕事を通じていろいろな人びとに出会いたい  
20 職場では周りの人々との調和が何よりも大切だと思う  
27 仕事を通じて得たい最大の満足は，人との交流から得られる満足感だ  
19 仕事そのものでなく職場の人間関係を大切にしたい  
25 気楽に働ける仕事に就きたい  
6 休日が多く，勤務時間（労働時間）が短い仕事に就きたい  
15 通勤が便利な会社に就職したい  
16 将来にわたって安定した職に就きたい  
5 収入の多い職業に就きたい  
．910  －．077  ．075  －．044  －．096  
．907  －．114  ．086  －．038  －．118  
．806  ．104  ∴126  ．040  ．112  
．755  ．038  一．044  －．057  ．097  
．620  ．080  ．017  ．158  ．170  
－．066  ．868  －．004  －．009  ．053  
－．076  ．805  ．040  －．037  ．039  
．058  ．749  －．077  一．018  ．013  
．002  ．702  ．069  ．060  －．039  
．075  ．537  －．059  ．048  －．150  
－．010  ．099  ．853  －．048  －．097  
．088  ．002  ．807  －．101  －．074  
．024  －．021 ．748  ．165  ．043  
－．080  －．151 ．742  ．117  ．076  
－．040  ．051 ．076  ．784  －．168  
．107  ．101 ．063  ．681  －．156  
－．103  －．056  －．028  ．593  ．261  
．168  ．002  －．120  ．567  ．015  
－．035  －．050  ．048  ．537  ．272  
．004  －．020  －．128  ．061 ．758  
－．037  一．035  ．018  ．000  ．643  
．043  －．012  ．002  ．133  ．569  
．067  ．029  ．139  －．064  ．503  
．006  ．119  ．456  －．160  ．404  
園子間相関  ．459  ．133  ．590  ．007  
．215  ．442  －．038  
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Tab［e3 職業志向傾向等の男女別集計結果：平均（SD）とt検定結果  
変  数  男 子  女 子  t  p  
職業志向傾向   19．49（3．29）   19．80（2．85）  0．969  ns  
社会貢献   19．13（4．46）  
自己実現   18．04（2．22）  
上  昇   13．36（4．30）  
人間関係   19．00（3．55）  
労働条件   19．45（3．43）  
19．43（4．01）  0．659  ns  
17．55（2．73）   1．867  ＜．10  
12．59（3．64）   1．757  ＜．10  
19．45（3．46）   1．206  ns  
19．08（3．53）  0．982  ns  
?????
効 積極性  9．71（2．03）  
力 失敗不安  8．20（1．62）  
感 有能感  6．11（1．30）  
9．78（2．08）  0．287  ns  
8．07（1．58）  0．768  ns  
5．51（1．25）  4．385  ＜．001  
Table4 職業志向傾向と就業動機および自己効力感との関連（男子）  
基準変数  
説明変数  社会貢献  自己実現  上昇志向  人間関係  労働条件  職業志向  
＿．170＊   ．226＊＊  積極性  
失敗不安  







R  ．276＊＊  ．207＊  ．170＊   ．578＊＊＊  
R＊2  ．069  ．036  ．022  ．324  
＊p＜．05  ＊＊p＜．01 ＊＊＊pく001  
R＊2 自由度調整済み決定係数  
Table5 職業志向傾向と就業動機および自己効力感との関連（女子）  
基準変数  













R  ．379＊＊＊  ．174＊  ．210＊   ．587＊＊＊  
R＊2  ．131  ．023  ．037  ．331  
＊p＜．05  ＊＊p＜．01 ＊＊＊p＜．001  
R＊2 自由度調整済み決定係数  
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